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様式第４［基本計画標準様式］ 

 

○ 基本計画の名称：日光市中心市街地活性化基本計画 

○ 作成主体：栃木県日光市 

○ 計画期間：平成 23 年 3 月から平成 28 年 3 月まで（5ヵ年） 

 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

［１］日光市及び日光市中心市街地の概要 

（１）日光市の概要 

１）沿革 

日光市は平成 18 年 3 月 20 日、旧今市市、旧日光市、旧藤原町、旧足尾町、旧栗

山村の 2 市 2 町 1 村の合併により誕生した。この 2 市 2 町 1 村は、豊な自然環境と

貴重な歴史的・文化的遺産、随所に湧出する豊富な温泉など、恵まれた観光資源を基

盤として発展してきた。 

8 世紀末の勝道上人による日光開山以後、山岳信仰の聖地として崇拝されてきた日

光に 17 世紀はじめに徳川家康公の霊廟である東照宮が建立された後、旧今市市は、

日光街道・例幣使街道・会津西街道の結節点の宿場町として、旧日光市は二社一寺の

門前町として栄えてきました。さらに、旧藤原町では、17 世紀末に鬼怒川温泉が、

18 世紀初頭には川治温泉が発見され、日本有数の温泉保養地としても発展するよう

になった。 

また、同じ勝道上人によって開山された旧足尾町も、庚申講信仰の総本山として多

くの信仰を集めていたが、17 世紀初頭に銅鉱脈が発見された後は、日本を代表する

銅山として栄え、日本の近代化に大きな功績を残した。 

一方、旧栗山村は、平家の落人により集落が築かれたともいわれ、平家杉や平家塚

などの史跡が残されているほか、湯西川や奥鬼怒温泉郷をはじめとする温泉保養地と

しても栄えてきた。 

 

２）位置・地勢 

日光市は栃木県の北西部に位置し、北は福島県、西は群馬県に接している。首都・

東京から約 120ｋｍ圏内にある。 

地形は標高 200m 程度の平坦地域（市街地）から 2,000m を超す山岳地域まで大

きな起伏があり、四季を通じて変化に富んだ観光・スポーツ・レクリエーションを可

能にしており、国内外から多くの観光客が訪れている。また、日光・鬼怒川をはじめ

とする“日光国立公園”が市域内にある。 

市域の総面積は 1,449.87k ㎡ で、県土の約 4 分の 1 を占めている。 
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４）産業構造 

日光市の産業構造を事業所・企業統計調査でみると、平成 18 年度調査結果では、

事業所数は卸売業・小売業が最も多く、次いで飲食店・宿泊業、サービス業となって

おり、第３次産業の比率が高い。 

従業者数では製造業、卸売業・小売業、飲食店・宿泊業が多い。 

平成 13 年度調査結果から平成 18 年度調査結果にかけては、製造業において縮小

傾向が見られる。 

■日光市の事業所数の推移（平成 13 年～平成 18 年） 

単位：事業所、％ 平成１３年(a) 

平成１６年(b) 

(簡易調査) 

平成１８年(c) 

前回比 

(c)/(b) 

全産業 ５，６７５ ４，９２８ ５，１０５ １．０４ 

農林漁業 ４３ ３１ ４３ １．３９ 

鉱業 １１ ９ ９ １．００ 

建設業 ５８２ ５５４ ５２６ ０．９５ 

製造業 ４４９ ４１０ ３９９ ０．９７ 

電気・ガス・熱供給・水道業 ２２ ５ ２０ ４．００ 

情報通信業 

１４８ 

１１ １２ １．０９ 

運輸業 ９６ ８９ ０．９３ 

卸売・小売業 

２，４４１ 

１，３９３ １，３８４ ０．９９ 

飲食店、宿泊業 １，１４８ １，１２１ ０．９８ 

金融・保険業 ５５ ４２ ３８ ０．９０ 

不動産業 １０５ １１７ １１９ １．０２ 

医療、福祉 

１，７４３ 

１７９ ２２９ １．２８ 

教育、学習支援業 １１２ １８２ １．６３ 

複合サービス事業 １６ ４１ ２．５６ 

サービス業 

(他に分類されないもの) 

８０５ ８２８ １．０３ 

公務 

(他に分類されないもの) 

７６ － ６５ － 

資料：事業所・企業統計調査 

 

■日光市の従業員数の推移（平成 13 年～平成 18 年） 

単位：事業所、％ 平成１３年(a) 

平成１６年(b) 

(簡易調査) 

平成１８年(c) 

前回比 

(c)/(b) 

全産業 ４４，３６２ ３７，５６６ ４１，７２３ １．１１ 

農林漁業 ３１４ ３７７ ４４９ １．１９ 

鉱業 １５５ １２１ １２２ １．０１ 

建設業 ３，９７９ ３，６９ ３，０６４ ０．８４ 

製造業 ８，７５０ ７，５６４ ８，１２９ １．０７ 

電気・ガス・熱供給・水道業 ４４５ ２６０ ３７０ １．４２ 

情報通信業 

１，９０１ 

７３ ８９ １．２２ 

運輸業 １，２６３ １，４５９ １．１６ 

卸売・小売業 

１１，８５３ 

７，８３４ ７，６８３ ０．９８ 

飲食店、宿泊業 ７，９４５ ７，８２５ ０．９８ 

金融・保険業 ６７０ ４９１ ４６１ ０．９４ 

不動産業 ２０８ ２５８ ２４１ ０．９３ 

医療、福祉 

１４，８２８ 

２，４６１ ３，４６４ １．１ 

教育、学習支援業 ５２０ １，７４４ ３．３５ 

複合サービス事業 ３３８ ５３８ １．５９ 

サービス業 

(他に分類されないもの) 

４，４３２ ４，９４０ １．１１ 

公務 

(他に分類されないもの) 

１，２５９ － １，１４５ － 

資料：事業所・企業統計調査 
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２）交通の要衝 

本市の中心市街地（今市地区）は、おおよそ国道 119 号、121 号と駅間道路を軸

として広がっており、日光街道、例幣使街道、会津西街道などの主要な結節点として、

交通上の要衝に位置する宿場町、また近在の農山村の物資が集散する市場町として発

展を遂げてきた。 

本中心市街地は、平成 18 年 3 月の合併以前から、旧今市市、旧日光市、旧藤原町、

旧栗山村からなる旧日光広域圏の中心としての機能を担っている。 

交通環境においても、鉄道網はＪＲ日光線及び東武日光線・東武鬼怒川線が中心市

街地内を走っており、また、道路網は日光宇都宮道路今市インターチェンジに近接し、

国道 119 号、121 号がまちの軸となっているなど、市外からの交通の要衝となって

いる。 

 

３）商業環境の変化 

本市の中心市街地の商業環境は、大規模小売店舗１店舗を核に中心市街地の骨格と

なる国道 119 号沿道を中心に商店会が形成されているが、旧中心市街地活性化基本

計画（平成 11 年 2 月）策定以降、中心市街地の集客施設であった長崎屋が平成 13

年に撤退したことにより、中心市街地内の歩行者通行量などに影響を与えるとともに、

商業経営者の高齢化、後継者などの不在から、中心市街地周辺に 10 組織あった商店

会は 5 組織にまで減少し、商業環境の疲弊が見られる。 

長崎屋撤退後は、空きビルにスーパーかましん、市民サービスセンター(平成 13 年

7 月開店、開所)、地域子育て支援センター(平成 16 年 10 月開所)が入り、平成 20

年 10 月ビル所有者が交代し、「ショッピングプラザ日光」として、まちづくりの拠点

となっており、活性化に向けた展開を進めている。 

■中心市街地の大規模小売店舗、商店会位置図 
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（２）各種事業の実施状況と評価 

１）事業の実施状況 

旧基本計画では、中心市街地活性化のテーマとして「いちえん融合 賑わいのある

まちづくり～リゾート交流・生活拠点・個性化による中心市街地活性化に向けて～」

を掲げ、市街地の整備改善のための事業として 13 事業、商業等の活性化のための事

業として 9 事業に取り組むこととした。 

平成 20 年 7 月末現在、完了・実施（継続含む）事業が 13 事業、未着手事業が 9

事業となっている。以下、事業実施状況を整理する。 

■事業実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期（初年度～5年） 中期（6～10年） 長期（11～20年）

合計

（Ａ）

完了・実施

（Ｂ）

未着手

中止

実施率

（Ｂ/Ａ）％

●駅間ＪＲ今市地区

のまちづくり

・街なか観光・生活

拠点の整備

○公共下水道整備

・サインの整備

・国道119号の沿道

整備

・国際交流・地域情

報センター

・人にやさしいまちづ

くりの推進

●その他支援施設

の整備

○生活支援道路の

整備

○辻の整備

・（仮称）駅間東武下

今市地区のまちづく

り

○中心市街地回遊

軸の整備

・中心市街地活性化

住宅の供給

13 6 7 46.2%

●まちづくり機関（Ｔ

ＭＯ）の設立及び事

業の実施

●大規模小売店舗

の空き店舗活用支

援事業

○イベントによる賑

わいの創出

○商業関係者の主

体的参加による事業

の展開

○観光案内サービス

の実施

○観光都市のイメー

ジアップ

・シルバーカードシス

テムの導入

○空き店舗・空き地

の活用

・交通サービスの実

施

9 7 2 77.8%

11 3 8 22 13 9 59.1%

完了・実施 8 0 5

未着手・中止 3 3 3

実施率 72.7% 0.0% 62.5%

注：●完了事業、○実施中事業、・未着手事業

事業数合計

事業の位置づけ 事業の実施状況

市街地の整備改

善のための事業

商業等の活性化

のための事業
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２）事業評価 

各種事業の実施状況と評価を以下に整理する。 

 

ａ．市街地の整備改善のための事業                        

【面的整備】 

中心市街地の面的な整備としてＪＲ今市駅から国道 119 号へのアクセス道路の改

善、ＪＲ今市駅前広場の整備、居住環境の整備が図られ、中心市街地の玄関口として

の魅力向上及び駅や商店街等への近接性を活かした住環境の魅力向上に寄与してい

る。 

【回遊軸整備】 

中心市街地の歴史資源等を結ぶかたちで回遊軸を想定したものの、一部のルートを

除き整備は進んでいない。また、既存道路の歩行空間の老朽化がみられる。 

中心市街地内への、市内外からの誘客を目的として、回遊軸の歩行空間整備、誘導

サイン整備とともに、歴史資源等の情報発信、回遊モデルの提示といったソフト面の

事業との組み合わせにより、費用対効果を考えた事業展開が望まれる。 

サイン整備については、平成 21 年３月に街並形成ガイドラインを策定し、今後、

地区統一の推進を図る。 

【施設整備】 

大規模小売店舗跡の施設活用としての成果とともに、中心市街地において市民生活

をサポートする機能を導入したことは評価できる。今後、市民サービスセンター、子

育て支援センターを拠点に、講座等の充実による市民の活動拠点としてのさらなる充

実、商店街の空き店舗活用にも結びつく展開の検討が望まれる。 

 

ｂ．商業等の活性化のための事業                         

【まちづくり会社】 

旧基本計画においては、地元をまとめる組織として、まちづくり機関（株式会社オ

アシス今市）が設置され、各種展開が図れた。 

【空き店舗活用】 

ショッピングプラザ日光 1 階に市民サービスセンター（平成 13 年以降）、4 階に

子育て支援センター（平成 16 年以降）が開設され、賑わいの拠点として再活用して

おり、空き店舗の活用では一定の成果を得たといえる。 

【ソフト事業】 

販促イベントとして、日光そばまつり、今市おかみさん会による全日本しもつかれ

コンテスト、にぎわいのまちづくり研究会によるＪＲ今市駅前通り賑わい創出事業（六

斎市）など、地元の各種団体が主体となった取り組みであり、継続的に実施されてい

ることから、一定の成果を得たといえる。 
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（２）小売商店数・小売売場面積・小売従業員数・小売年間販売額 

商業統計調査によると、日光市全体の小売商店数、小売年間販売額は減少傾向にあ

る。平成 9 年から平成 14 年の間に小売売場面積、小売従業員数が急増しており、郊

外部における大規模小売店舗の出店が要因であると考えられる。 

一方、中心市街地の各商業指標はいずれも減少傾向が続いている。 

また、商業経営者の高齢化、後継者などの不在から、旧基本計画策定時（平成 11

年度）に 10 組織あった商店会は 5 組織にまで減少し、商業環境の疲弊が見られる。 

なお、平成 16 年までは、合併前の旧市町村の数値を合計したものを日光市全体の

数値として示す。 

 

■商業統計主要指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：商業統計調査 Ｈ11 は簡易調査のため中心市街地のデータはなし 

          Ｈ16 までは合併前の旧市町のデータを合計、Ｈ19 は合併後 

の日光市のデータを示す。 

参考に、合併前の旧今市市のデータ（H16 まで）を示す。 

中心市街地内の数値は、商業統計調査で把握可能な商店会

（東町商店会、住吉町商和会、小倉町商栄会）のみを集計し

ている。 

小売商店数 小売売場面積 

小売年間販売額 小売従業員数 

251

228

132

65
56

1,144

1,230

1,309
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（店）

中心市街地内 日光市全体

旧今市市

1,337

933
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262
229
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4,2244,134
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3,000

4,000

5,000
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7,000

8,000

平成6年 平成9年 平成14年 平成16年 平成19年

（人）

中心市街地内 日光市全体

旧今市市

25,664

16,757

6,194
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中心市街地内 日光市全体

旧今市市
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5,794
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144,041
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旧今市市
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■中心市街地内の商店会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）空き店舗の状況 

中心市街地における空き店舗状況をみると、平成 21 年 5 月調査時点で 99 店舗あ

る。東武下今市駅につながる東町、小倉町で空き店舗及び店舗の住宅化が集中してい

る。 

■空き店舗数の推移 

中心商店街町内別空店舗数の推移 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

各年５月３１日現在、日光商工会議所調べ 

 

 

 

事業所数 空店舗数 空店舗率 事業所数 空店舗数 空店舗率 事業所数 空店舗数 空店舗率

川 原 町 13 0 0.0% 13 1 7.7% 12 2 16.7%

朝 日 町 4 2 50.0% 4 2 50.0% 4 2 50.0%

春 日 町 47 1 2.1% 47 2 4.3% 48 4 8.3%

清 住 町 3 0 0.0% 3 1 33.3% 3 1 33.3%

相 生 町 20 1 5.0% 20 1 5.0% 20 1 5.0%

住 吉 町 32 1 3.1% 32 6 18.8% 32 6 18.8%

小 倉 町 140 17 12.1% 140 29 20.7% 142 30 21.1%

東 郷 町 16 0 0.0% 16 0 0.0% 16 0 0.0%

二 宮 町 6 3 50.0% 6 3 50.0% 7 3 42.9%

仲 町 33 2 6.1% 33 5 15.2% 33 7 21.2%

平 町 10 5 50.0% 10 5 50.0% 10 5 50.0%

桜 木 町 36 7 19.4% 36 7 19.4% 30 10 33.3%

平 ヶ 崎 20 1 5.0% 20 1 5.0% 19 0 0.0%

東 町 85 16 18.8% 85 20 23.5% 78 28 35.9%

瀬 川 19 0 0.0% 19 0 0.0% 14 0 0.0%

総計 484 56 11.6% 484 83 17.1% 468 99 21.2%

平成１９年 平成２０年 平成２１年
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（４）大規模小売店舗の状況 

本市における 1,000 ㎡以上の大規模小売店舗は、合併前の旧市町の中心部や郊外

道路沿いに立地しており、約９割は旧今市市に立地している。 

中心市街地には 1 店舗のみ立地している。 

1,000 ㎡以上の大規模小売店舗、平成 11 年から平成 20 年の 10 年間に、市全体

で 3 店舗増加しており、郊外部の進出が続いている。 

■大規模小売店舗の状況（1,000 ㎡以上） 

 平成 11 年 平成 20 年 

店舗数 売り場面積 店舗数 売り場面積 

市全体 14 69,402 ㎡ 17 77,666 ㎡ 

中心市街地内 1 8,984 ㎡ 1 8,984 ㎡ 

中心市街地比率 7.1％ 14.2％ 5.6％ 11.6％ 

資料：東洋経済新報社「全国大型小売店総覧」より作成 

■大規模小売店舗の概要（1,000 ㎡以上） 

 届出店舗名 

（ ）内は現状店舗名 

旧市町 届出住所 

届出店舗 

面  積 

開店 

時期 

閉店 

時期 

1 いせや今市店 旧今市市 日光市今市 6,441 ㎡ S48 H11 

2 カンセキ今市店 旧今市市 日光市今市 5,422 ㎡ S56 － 

3 長崎屋今市店 旧今市市 日光市今市 8,984 ㎡ S58 H13 

4 日光江戸村 旧藤原町 日光市柄倉字大岩下 1,034 ㎡ S60 － 

5 たいらや今市店 旧今市市 日光市今市字下原 1,722 ㎡ H1 － 

6 リオン･ドール日光店 旧日光市 日光市日光 1,583 ㎡ H1 － 

7 さがみや大沢店 旧今市市 日光市木和田島 1,588 ㎡ H3 － 

8 カンセキ日光店 旧日光市 日光市東和町 1,011 ㎡ H7 － 

9 カワチ薬品今市店 旧今市市 日光市瀬尾 1,880 ㎡ H8 － 

10 カインズホーム今市店 旧今市市 日光市豊田 5,888 ㎡ H9 － 

11 サンユー大沢店 旧今市市 日光市木和田島 1,431 ㎡ H9 － 

12 センショウプラザ今市 旧今市市 日光市芹沼 5,844 ㎡ H9 － 

13 ﾀﾅｶ大田原家具ｾﾝﾀｰ今市店 旧今市市 日光市芹沼 2,965 ㎡ H9 － 

14 日光 SC（ジャスコ今市店） 旧今市市 日光市豊田字中林 20,832㎡ H10 － 

15 スーパーモール今市 旧今市市 日光市芹沼 9,218 ㎡ H11 － 

16 

今市オアシスセンタープラザ 

（かましん今市店） 

※H20 に建物所有者が変わり、

「ショッピングプラザ日光」と

なる。核店舗の「かましん今市

店」は継続運営。 

旧今市市 日光市今市 8,984 ㎡ H13 － 

17 リオン･ドール鬼怒川店 旧藤原町 日光市鬼怒川温泉大原 1,401 ㎡ H13 － 

18 今市ファッションモール 旧今市市 日光市芹沼 3,492 ㎡ H14 － 

19 

ｽｰﾊﾟｰｾﾝﾀｰ･ｵｰﾀﾆ 

ﾄﾞﾗｯｸてらしま今市大沢店 

旧今市市 日光市木和田島 3,371 ㎡ H14 － 

  ※太枠は中心市街地に位置する大規模小売店舗 

資料：東洋経済新報社「全国大型小売店総覧」より作成 

- 
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（６）土地利用の状況 

中心市街地における用途地域の構成は、商店街を含むほとんどの地域が商業地域（容

積率 400％）に指定されている。建物用途別現況図からも、中心市街地の主要幹線道

路である国道 119 号沿道に商業系の建物が集積している。 

 

■日光市中心市街地の用途地域 

 

資料：日光市都市計画図 
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［５］中心市街地に対するニーズの把握 

（１）買物調査 

本調査は、商品別・店舗形態別の購買動向を的確に把握するため、消費者の購買行

動範囲、商品の流通状況を調査し、地域小売業者の経営近代化の資料とするほか、商

業施策の資料として活用することを目的とする。 

■調査概要 

調査時期 平成 19 年 12 月～20 年 1 月 

調査方法 市内 28 小学校を介して調査票を配布・回収する無記名式アンケート

調査 

調査機関 日光市（観光経済部商工課） 

調査対象 市内２８小学校に在学する第６学年児童を有する世帯 

       調査対象世帯数  ８５３件 

       回収数（回答数） ６５６件（回収率：７６．９％） 

調査内容 ①調査世帯の特性 

     ②商品別の購買動向 

     ③店舗形態別の買物をする理由及び時間帯 

④消費者の要望 

⑤自由意見 

■主な調査結果 

①一般商店及び商店街に対する要望 

・一般商店に対する要望で最も多いものは、「値段を安くしてほしい」の 31.9％で、

次に「品揃えを豊富にしてほしい」26.4％、「閉店時間を遅くしてほしい」11.4％

の順となっている。 

・商店街に対する要望で多いものは、「１ヵ所で必要な買物ができるような所がほし

い」25.9％、「スタンプやポイントカードを扱ってほしい」24.5％、「共同売出

しやイベントを活発に実施してほしい」11.4％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一般商店一般商店一般商店一般商店にににに対対対対するするするする要望 要望 要望 要望 （（（（日光市日光市日光市日光市））））

9.6

26.4

31.9

3.1

6.0

2.8

4.3

11.4

1.3

3.1

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

品質の良いものを扱ってほしい

品揃えを豊富にしてほしい

値段を安くしてほしい

接客態度を良くしてほしい

店の雰囲気を良くしてほしい

アフターサービスを良くしてほしい

スタンプやポイントカードを扱ってほしい

閉店時間を遅くしてほしい

その他

無回答
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（２）まちかどアンケート調査 

本調査は、市民、来訪者など、生活者の視点から中心市街地の利用実態、印象・評

価、活性化の取り組み効果等を把握し、中心市街地の位置付けや活性化取り組みの課

題、問題点を把握することを目的に実施した。 

■調査概要 

調査日時 平成 17 年 9 月 16 日（金） 10：00～19：00 

9 月 17 日（土） 10：00～19：00 

調査方法 調査員による街頭面接アンケート調査 

（中心市街地内、および郊外拠点（ジャスコ今市店）それぞれに調査

地点を設定） 

調査機関 日光市（観光経済部商工課） 

調査対象 来街した 20 歳以上の男女（回答数）200 件 

調査内容 ・中心市街地の来街実態 

・中心市街地の印象・評価 

・中心市街地の活性化取り組みの評価 

・中心市街地へのまちづく のニーズ 

 

■主な調査結果 

①中心市街地の来街実態 

・中心市街地来街者の来街目的は、「買い物」（77％）、「病院・診療所」（15％）、

「通勤・通学」（9％）の順となっている。 

 

②中心市街地に充実すべき施設 

・充実すべき施設の上位３位は、「買い物施設」（50％）、「健康や福祉・医療に関す

る施設」（37％）、「飲食施設」（30％）となっている。 

 

商店街への要望 （今市地域）商店街への要望 （今市地域）商店街への要望 （今市地域）商店街への要望 （今市地域）

11.1

8.8

6.0

4.0

6.8

25.8

5.1

25.1

1.0

6.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

共同売出しやイベントを活発に実施してほしい

街路灯や歩道の整備をしてほしい

買物に関する情報誌を発行してほしい

駐車場･駐輪場を整備してほしい

子どもが安心して遊べる所をつくってほしい

スタンプやポイントカードを扱ってほしい

歩道をカラーにしたり、アーケードをつけてほしい

１ヶ所で必要な買物ができるような所がほしい

その他

無回答
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［６］日光市中心市街地の課題 

日光市及び日光市中心市街地の現況、各種調査結果などから、日光市中心市街地の

問題点、課題を整理する。 

 

①文化・交流（中心市街地における歴史・自然資源等）に関連する課題 

他都市に誇れる歴史関連資源を活かした中心市街地活性化の具体策の検討 

・今市地区は、日光街道・例幣使街道・会津西街道の結節点の宿場町としての歴史

がある。また、世界遺産に登録された「日光の社寺」と「奥日光」を有する日光

地区への玄関口である。 

・中心市街地内には徳川家ゆかりの「如来寺」（東照宮を造った第 3 代将軍家光が

宿泊するために建てられた壮大な御殿がある）、報徳仕法の祖である二宮尊徳翁ゆ

かりの報徳二宮神社などの歴史資源や、いまいちの水（湧水）、国の特別史跡・特

別天然記念物の指定を受けている「日光杉並木」がある。 

・以上の実態から、これら他都市に誇れる歴史関連資源を中心市街地活性化策に有

効活用することが求められる。 

②商業（中心市街地における商業環境）に関連する課題 

中心市街地の商業環境の改善 

・中心市街地の商業環境は、大規模小売店舗１店舗を核に中心市街地の骨格となる

国道 119 号沿道、ＪＲ今市駅と東武下今市駅を結ぶ幹線道路沿道に商店会が形

成されている。しかしながら、商業経営者の高齢化、後継者などの不在から、旧

基本計画策定時（平成 11 年度）に 10 組織あった商店会は５組織にまで減少し、

商業環境の疲弊が見られる。 

・また、中心市街地は市内の他地域を一次商圏としているものの、商業環境の低下

が著しい。中心市街地の商業環境の悪化は、市全体の商業環境の活性化にも影響

を与える。 

・買い物調査からは、商店街に対する要望として「１ヶ所で必要な買い物ができる

ところがほしい」「スタンプやポイントカードを扱ってほしい」といった意見が多

く、商店街における日常の買い物の充実、ポイントカード等の販促サービスが求

められている。 

・以上の実態から、商業環境の改善に向けた商業者の育成、商業核施設の維持、文

化的機能や生活支援サービスの誘導等が求められる。 

③定住（中心市街地における居住環境）に関連する課題 

少子高齢化の進展への対応 

・中心市街地における人口は減少傾向が続いており、H21 では H11 に対して約

13％減少している。（住民基本台帳各年 10 月 1 日現在） 

・年齢３区分別人口の割合を見ると、市全体と比較して中心市街地では、高齢化の

割合が高い。（住民基本台帳各年 10 月 1 日現在） 

・以上の実態から、今後、中心市街地の人口減少と少子高齢化の進展への対応が求

められる。 
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既存ストック（公共公益施設）、市街地整備の動きを活かした居住促進 

・中心市街地内には多くの公共施設等が立地している。銀行や郵便局、病院・診療

所といった民間の医療機関も多いほか、公民館をはじめとするコミュニティ施設

が充実している。 

・中心市街地内の公示地価の推移を見ると、下落傾向が続き、H20 では H11 に対

して平均約 45％減少している。 

・ＪＲ今市駅と国道 119 号との間の区域において土地区画整理事業により市街地

環境の整備が行われた。今後、国道 119 号より北側の東武下今市駅との間の地

区における主要幹線道路の整備とその沿道のまちづくりが予定されている。 

・平成 17 年 9 月実施のまちかどアンケート調査では、中心市街地に必要とされて

いるサービスにおいて、「魅力的なイベントや催事の実施」、「高齢者の支援サービ

ス」、「子育て主婦への支援サービス」が挙げられている。 

・以上の実態から、中心市街地は公共公益施設等の既存ストックの活用や都市基盤

の整備に加え、日常生活をサポートするソフト面を充実することによる定住促進

が求められる。 
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基本方針２ 商業活動の促進 

～市民生活の台所、憩いの場となる中心商店街づくり 

・市民生活の台所として日常の買い物、生活サービスの充実を図るととも

に、市内及び県内の特産品・農産物等を活用することにより、地域にお

ける新たな価値を創造する。 

・本市の豊富な自然資源を背景とした農産物等の地場産品、県内他地域の

特産品など食が持つ魅力を活用した地産地消の促進、産業連携の促進に

より、中心市街地の新たな求心力づくりを進める。また、日光市内に訪

れる観光客の誘引を図る。 

・中心商店街において、空き店舗の情報カルテ化を進め、利用希望者と店

舗所有者とのマッチングによる事業者の誘致、不足業種の誘致により、

まとまりのある商店街づくりと住宅化商店の解消を図る。 

・郊外の大規模小売店舗との競合関係の中、中心市街地内における商業核

施設の維持、空き店舗が目立つ商店街における生活支援サービスの誘導

や民家や蔵等を活用した魅力ある空間づくりを進める。 

【基本方針実現に向けた戦略】 

◆市民生活の台所として商業環境の充実を図るとともに、市内及び県内の特産品・農

産物等、地産地消の促進、産業連携の促進を図ること等により、地域における新た

な価値を創造する。 

基本方針３ 定住の促進 

～地域住民が住みたい・住み続けたくなるまちづくり 

・人口減少、少子高齢化が進む中心市街地において、生活環境の向上や、

そこで生活する人々のつながりを強化することにより、定住を促進する。 

・中心市街地の都市福利施設をはじめ、空き店舗等を活用した福祉・子育

てサービスの充実を図る。 

・中心市街地は歩ける範囲で買い物施設、病院・銀行などの公益施設やコ

ミュニティ施設が集積していることから、高齢者や子育て世帯にとって

生活しやすい空間であり、より安全で歩きやすい環境整備、利用しやす

い施設整備等により、生活環境の一層の向上を図る。 

【基本方針実現に向けた戦略】 

◆都市基盤や都市福利施設がある程度整っている中心市街地において、より快適に生

活を営めるよう、安心・安全で生活支援サービスが充実した環境を整える。 

 

※船村徹氏と日光市の関係 

船村徹氏は、昭和 7 年栃木県船生村（現塩谷町）に生まれ、28 年雑誌「平凡」の作曲コンクール入選作「たそがれとあの

人」でデビュー。30 年の「別れの一本杉」以後「王将」「なみだ船」「矢切りの渡し」など演歌のヒット曲を生む。 

平成 7 年の紫綬褒章受章、平成 20 年の文化勲章受章 

船村徹氏は、旧制今市中学（現今市高校）で青春時代を過ごし、現在も一年の大半を日光市にある「楽想館」で作曲活動に

いそしむ。 
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［８］基本方針を具現化するための具体的な施策 

◆基本方針１ 「文化・交流の促進」を具現化するための主な施策                

【集客イベント開催】 

小倉町周辺整備事業・多目的広場、多目的ホールにおいて開催するイベントを年間で企画し、イ

ベントの充実を図り、交流機会を提供する。 

多目的ホールと多目的広場で延べ 341 日、季節イベント、姉妹都市･友好都市との観光交流イベント、

映画、ライブ等のイベントを実施 ※多目的ホール開催日数：236 日 多目的広場開催日数：105 日 

 

【街中散策(回遊)の充実】 

街中回遊ルートのネットワーク 醸成するため、散策ルートマップを作成し、中心市街地散策ツ

アーを企画し、街中観光、街中買物への回遊性を図る。 

 

街中観光既設コース 

     

コース名 凡例 行程 所要時間 コース順 

七福神めぐり 

 

約８.０km 約３時間２０分 

市縁ひろば→明静寺→本敬寺→如来寺→二宮神社→追分地蔵尊→

徳性院→瑞光寺→瀧尾神社→市縁ひろば 

杉並木観光コース 

 

約４.０km 約１時間３０分 

市縁ひろば→杉並木入り口→滝尾神社→浄水場→高龗神社→一里

塚→芋の木杉→杉並木公園（名主屋敷→報徳仕法農家→分水筒→

大水車日本の水車→植物園→日本庭園→世界の水車→唐人小屋跡

地）→杉並木公園ギャラリー→市縁ひろば 

市街地観光コース 

 

約４.０km 約１時間３０分 

市縁ひろば→杉並木入り口→滝尾神社→今市御蔵跡地→報徳振興

会館→二宮掘→浄泉寺→回向庵→如来寺→二宮神社→追分地蔵尊

→酒蔵→市縁ひろば 
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街中回遊モデルコース 

     

コース名 凡例 行程 所要時間 コース順 

(仮称)報徳の道 

 

約３.５km 約１時間４５分 

小倉町→二宮掘（東裏用水）→浄泉寺→杉並木公園(報徳仕法農

家)→今市蔵跡→報徳振興会館→如来寺→二宮神社→小倉町 

(仮称)徳川の道 

 

約９.６km 約４時間００分 

小倉町→追分地蔵尊→如来寺→会津西街道入口→杉並木公園

→唐人小屋跡→杉並木鑑賞路→今市御蔵跡→小倉町 

(仮称)幕末維新の道 

 

約５.５km 約２時間１０分 

小倉町→和尚塚→二宮神社→回向庵→浄泉寺→杉並木鑑賞路

→一里塚→砲弾撃ち込み杉→瀧尾神社→報徳振興会館→今市

町道路元標→如来寺→小倉町 

(仮称)信仰の道 

 

約１.８km 約１時間３０分 

小倉町→如来寺→回向庵→浄泉寺→高龗神社→瀧尾神社→徳

性院→追分地蔵尊→玄樹院→二宮神社→小倉町 

(仮称)グルメの道 

 

約３.５km 約１時間４５分 

小倉町→造り酒屋→ゆば屋→つけもの屋→つけもの屋→天然氷

屋→造り酒屋→小倉町 
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【賑わい創出の場となる交流拠点】 

小倉町周辺整備事業・船村徹記念館、(仮)日本のこころのうたミュージアム、多目的ホール、多

目的広場を整備し、賑わいづくりを支援し、新たな求心力づくりをする。 

《イメージ図》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《船村徹記念館(仮)日本こころのうたミュージアムのコンセプト案》 
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【駐車場整備】 

イベント等で来街する者のうち、自動車利用者の駐車場を街中((新)小倉町周辺整備駐車場、(新)

東武下今市駅地区駐車場、(既)中央町駐車場、(既)市縁ひろば駐車場等)に確保し、街中散策の誘

導を図る。 

 

中心市街地区域内公設駐車場 

№ 既設新設 面積(㎡) 駐車台数(台) 

１ 既設 ６５０.４９ ３３（普２１ 軽１２） 

２ 既設 ５７５.９１ ２１(普２０ 軽１) 

３ 既設 １，６５８.８１ ４３(普４３) 

４ 既設 １４８８.００ ４７(普４３ 軽４) 

５ 新設 約３，０００.００ 約１０３(大５ 普９８) 

６ 新設 約２，２６２.００ 約３７(大４ 普３３) 

合計 約９，６３５.２１ 約２８４（大９ 普２５８ 軽１７） 

《日光市調べ》 

 

 

 

【情報発信】 

集客イベント等開催の周知方法として、市の広報、ホームページ、新聞チラシ等により情報発信

する。 

【誘客方法】 

旅行業者、観光業者に対して、街中観光の案内パンフレット等を送付する。平成 24 年春、開業

する東京スカイツリー内に開設する栃木県の観光情報施設において街中観光の案内パンフレッ

トを配布する。 

 

◆基本方針２ 「商業活動の促進」を具現化するための主な施策                 

【商店街の街並整備】 

景観形成ガイドラインで掲げている目標とする街並み「多様な魅力あふれるゲートタウンの街並

み」に基づき、商店街景観形成整備で行う外観は、まちの一体感や長い歴史を感じさせる街並み

を形成するため、｢和｣のデザインを基調とし、楽しく買物ができるような景観で来街者のおもて

なしをする。 
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【日常の買い物、生活サービスの充実】 

小倉町周辺整備事業・商業施設(日光市場、コンビニ)は、農産物等の地場産品、観光物産品、日

常品等を販促し、市民の日常の買物、観光客の買物の誘引を図る。 

 

【空き店舗対策】 

空き店舗の情報カルテ化により、利用希望者と空き店舗提供者とのマッチングを行うことで商店

街のテナントミックス促進と住宅化商店の解消を図る。 

 

 

◆基本方針３ 「定住の促進」を具現化するための主な施策                 

【定住促進】 

民間の優良賃貸住宅建設支援制度の創設など、街中居住を推進する。 

 

【福祉・子育てサービスの充実】 

既存の地域子育て支援センターの充実と(新)障がい者の就労支援の促進事業、(新)地域子育て支

援託児事業を実施し、福祉・子育てサービスへのニーズに応える。 

 地域子育て支援センターの現況 

 

 

 

 

 

【生活環境の向上】 

東武下今市駅周辺地区の生活道路網を整備することで、生活利便性の確保を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


